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相陽中ハンドブックとは 
 

「相陽中ハンドブック」は、相陽中学校の生徒・保護者・教職員のための手引きとなります。

相陽中学校の基本的なことをみんなが共通理解できるように１冊にまとめた冊子です。 

 

「相陽中ハンドブック」を通して、本校の教育活動についてご理解いただき、保護者と教職員

が生徒を中心として良きパートナーとなり、それぞれの立場で責任を持って生徒の成長を支え

ていきたいと願っています。 

「相陽中ハンドブック」は生徒・保護者・教職員にとってより活用しやすいものになるようこ

れからも改良を続けていきたいと考えています。ご協力をお願いいたします。 

 

 

ハンドブックの活用方法 
 

「相陽中ハンドブック」には、保護者の皆様にお願いする手続きや学校生活の基本的なことを

掲載しています。ご家庭からの様々なご相談や問い合わせに対し、保護者と教職員がお互いに

「ハンドブック」をみながらお話ができればよりスムーズに説明ができることと思います。「相

陽中ハンドブック」は、各家庭に配布いたします。ご家庭ではわかりやすい場所に置いてご家族

の誰もがみられるようにしていただくことをお願いいたします。 

 そして、相陽中学校のことをより知っていただくためにも、時々目を通していただきますよう

お願いいたします。 
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校 章 の 由 来 

 

  本校は、昭和２６年に新磯・麻溝両中学校を統合して誕生し

ました。校章は、この２つの地区を表わす二葉の桑の葉にかた

どられています。この葉は、当時の相模原、特にこの地区の主

産業の一つが養蚕であり、蚕の飼料として大変貴重なものであ

ったので、ここに学ぶ生徒に将来、よき産業のにない手になっ

てほしいとの願いをこめて用いられたものです。 

 相陽の名は、「相模原の太陽たれ」との当時の小林町長さん

の発案によるものです。尚、囲りには八咫の鏡の模様が加えら

れ、四方八方に“太陽の如く輝こう"という相陽生徒の意気をあ

らわしています。 
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組曲「あふりね」 

 

1987 年度相陽中学校生徒会 作詞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部「願いをこめて」 
 
清き川面に 光 遊ぶ 
永遠の流れを 見下ろして 
紫のあふりねは 今 目覚める 
風 健やかに 桑の葉をひるがえし 
人 穏やかに 微笑をかわす 
 
この土地を 縄文の世から 
人々は愛し 住みついてきた 
豊かな実り 生きる喜び 
木造の 小さな校舎を 
人々は建てた 相模原の 
太陽になれと 相陽と名づけた 
この林 切り開こう 
この土地を 掘り起こそう 
生きる喜び 豊かな実り 
人々の 願い込め 
人々は建てた 相模原の 
太陽になれと 相陽と名づけた 
 
清き川面に 光遊ぶ 
永遠の流れを 見下ろして 
紫のあふりねは 今 目覚める 
風 健やかに 桑の葉をひるがえし 
人 穏やかに 微笑をかわす 
Ah－ 

 第２部「あふりねってなんだ」 
 
あふりねってなんだ なんだろな 
アスファルトがまぶしい まぶしいぞ 
どこでも工事中 工事中 
いそげよいそげよ いそげよ 
がんばれがんばれ がんばれがんばれ 
 
あふりねってなんだ なんだろな 
見上げる者もない 者もない 
時代に遅れるぞ 遅れるぞ 
時代に遅れるぞ 遅れる 
みんながバラバラ みんながバラバラ 
 
時間の流れは 押しとどめられない 
田んぼをつぶして 家が建ち並ぶ 
いそがしいんだよ いそがしいんだよ 
 
 
大勢いたって みんな知らん顔 
知らん顔 
テレビの前で 車の中で 
ひとりぼっちだよ ひとりぼっちだよ 

第３部「嵐の日」 
 
吹き荒れる嵐 雲が渦巻く 
木々がどよめく 
わたしたちは 道を失った 失った 
頂きを目指す 確かな道を 
 
 
吹き荒れる嵐 いつわりの日々 
冷えきった心 
わたしたちは 友を失った 失った 
互いの心に 通じ合う道を 
 
 
吹き荒れる嵐 頂きを忘れ 
流される日々 
わたしたちは 自分を失った 失った 
学ぶことを嫌い ただいらだっていた 
Ah－ 
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第４部「一人が立ち止まる」 
 
白銀の山頂は 
厳しく気高い 見つめる自分の 
うそが消え素直になる Ah 一 
心が洗われていく 
 
一人が立ち止まる 
暗い表情に きらりと目が光る 
真実をみつめるのは 
大きな勇気がいる 
 
一人が立ち止まる 
考え続けた 願いを口にする 
自分をすばらしいと 
豊かなものにしたい 
 
一人が立ち止まる 
流される日々 それでいいのだろうか 
困難を乗り越えよう 
互いに手をさしのべ 
 
一人が立ち止まる 
二人が立ち止まる 
みんなが立ち止まる 
 
白銀の山頂は 
厳しく気高い 
目をそらすな 真実を見つめ続ける 
勇気をくみ取るのだ 
雪のまぶしさに 耐える者だけが 
真実を見つめられる Uh－ Ah－ 

第５部「未来にはばたく」 
 
清き川面に 光 遊ぶ 
永遠の流れを 見下ろして 
紫のあふりねは 今 目覚める 
風 健やかに 桑の葉をひるがえし 
人 穏やかに 微笑をかわす 
 
過ぎたものは皆 美しく哀しい 
わたしたちは この時をもっと  
美しくしたい  美しくしたい 
わたしたち わたしたち  
この時をもっと 
美しくしたい  美しくしたい 
 
過ぎたものの上に これからを築こう 
あふりねの 確かな姿に 
真理をつかもう 
わたしたち ぼくたちは  
この時をもっと 
正しくしたい 正しくしたい 
 
過ぎたものを越えて この地を離れても 
あふりねは わたしの心に 
いつもそびえている 
わたしたち ぼくたちは  
この時をもっと 
大切にしたい 大切にしたい 
 
わたしたち ぼくたちは 
いつまでもずっと 
あふりねを忘れない Ah－ 
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                     学  校  の  概  要 

 

１．学校 

  （１）学 校 名    神奈川県相模原市立相陽中学校 

 

  （２）所 在 地   〒252-0327 神奈川県相模原市南区磯部１５４０番地 

 

（３）電   話  ０４２－７７８－０３３０ 

Ｆ  Ａ  Ｘ    ０４２－７７７－０８０４ 

学 校 携 帯    ０９０－８８９１－０２０１ 

０８０－９２０７－７７１７ 

  

 （４）創   立    昭和２６年 ４月１６日 

 

  （５）ホームページ   http://www.sagamihara-soyo-j.ed.jp/ 
 

 （６）施設の概要 

        ①校地面積    30,965㎡      （運動場面積  11,455㎡） 

        施 設      鉄筋コンクリート造 ３階建て２棟 、２階建て４棟 

   【主な付帯施設等（教室等以外は除く）】 

      普通教室２５、保健室、図書室、理科室２、音楽室２、美術室２、木工室、金工室、 

   調理室、被服室、ＰＣ教室、放送室、相談室、生徒会室、教材室、多目的教室、 

   プレハブ造平屋１棟、体育館１棟、プール１、So-Yoかぜルーム 

 

２．学区の概要及び学校の特色 

 （１）新学校制度施行後の昭和２４年に前身である新磯中学校と麻溝中学校が創立され、２年

 後の昭和２６年に両校が統合されて、相陽中学校として開校された。 

   本校は丹沢の山々が西方に広がる相模原台地の中段に位置しており、眼下に流れる相模川や点在する豊

 かな自然に囲まれた環境にある。また、伝統芸能・神社仏閣・遺跡等の文化遺産も多く残っている。 

   学区の面積は大変広く、学区内を相模線が通り、電車通学・自転車通学の生徒も多い。 

 また、この地にも近年都市化の波が押し寄せ、生徒数も創立当時に比べ飛躍的に多くなっているが、 

   旧市内では唯一創立当時から学区の変更が行われていない。なお、学区内では児童数の急増に対処する 

   ため、夢の丘小学校が平成１４年４月に新設され、現在では麻溝小学校、新磯小学校をあわせて３つの 

   小学校から生徒が入学している。 

   生徒数をはじめ、学校の敷地面積、教職員数、学区の面積等においても市内では大規模な学校である。 

 

 （２）平成５年から福祉を中心とした体験学習の取り組みを展開してきたが、現在では職場体験や地域との連

携を重視した「総合的な学習の時間」として、内容の充実・発展を図っている。また、昭和６２年に生徒

会が中心となって作詞・作曲した合唱組曲「あふりね」は、相陽中学校の現在までを語る一大叙事詩であ

り、今なお生徒達に力強く歌い継がれている。 
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 ◇学校教育目標 

「心ゆたかで主体的に行動できる生徒の育成」 ～意欲・判断・表現・共生～ 

   

  めざす学校像 

   ○教職員と生徒がともに活動する意欲と活気に満ちた学校 

   ○人間尊重の精神を基盤に据えた安全で安心な学校 

   ○保護者・地域から信頼される学校 

 

  めざす生徒像 

   ○意欲的に学ぶ生徒【意欲】 

   ○正しく判断し、行動する生徒【判断】 

   ○思いや考えを適切に表現する生徒【表現】 
   ○互いに尊重し合う生徒【共生】                              

 

学校経営の基本方針 

 ○生徒が穏やかな気持ちで通うことができる、安全で安心な学校づくり 

 ○生徒が主役の学校づくり 

 ○教職員が健康で生き生きと働ける学校づくり 

 

令和５年度重点目標 

    ○「自ら学ぶ生徒」を育む授業づくりを通して、学力の向上を図る 

○ 生徒が主役の学校づくりをすすめ、自己肯定感を育む 

 

  ◇校内研究の取り組み 

   組織的・継続的な研究を通じて、授業力の向上を目指す  

   ○「新しいスタンダード」に対応した授業づくり 

   ○今日的な課題への対応力強化 

   ○タブレットＰＣの活用・管理   

 
◇本校の特色 

   ○広がる歌声活動 

      昭和62年（1987年）、新たな学校づくりの一環として生徒会が作り上げた組曲

「あふりね」を今も歌い続けている。 

     生徒会、歌声委員会が中心となり歌声活動が帰りの会のプログラムに入ってい

る。帰りの会になると校舎内に歌声が響き、「歌声の相陽」という自覚と誇りを

持って生徒たちは取り組んでいる。短学活や交流会で練習し、集会や行事等で発

表している。 

   ○盛んな部活動 

      運動部では、多くの部活動が県大会や関東大会を経験し、目的を持って日々の練

習に励んでいる。また、吹奏楽部や演劇部は地域行事での発表も多く、地域との交

流が盛んである。科学部は小学生を対象とした実験教室や地域ボランティアに積極

的に取り組んでいる。 

   ○潤いのある学校 

      周囲は緑に囲まれ正門から見えるあふりねは、四季折々の姿を見せる。中庭に

ある池には滝の水音が広がり、小魚が泳ぎ鳥が憩う自然豊かな環境も学校の財産

である。 
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時間割・日課表 

 

〇時間割 

 月 火 水 木 金 

１校時 道徳 授業 授業 授業 授業 

２校時 授業 授業 授業 授業 授業 

３校時 授業 授業 授業 授業 授業 

４校時 授業 授業 授業 授業 授業 

５校時 授業 授業 授業 授業 授業 

６校時 授業 2･3年総合 学活  総合 

 

 

〇日課表    ◆生徒登校 ８：３０  ◆朝の会 ８：３０～８：４０ 
 

５０分授業 ４５分授業  帰りの会  

【５０分授業・清掃なし】 

★５時間授業の場合 

１４：２５～１４：４０ 

★６時間授業の場合 

１５：２５～１５：４０ 
                                     

【５０分授業・清掃あり】 

★５時間授業の場合 

１４：４０～１４：５５ 

★６時間授業の場合 

１５：４０～１５：５５ 
                                                                        

【４５分授業・清掃なし】 

★５時間授業の場合 

１４：００～１４：１５ 

★６時間授業の場合 

１４：５５～１５：１０ 
                                                                       

【４５分授業・清掃あり】 

★５時間授業の場合 

１４：１５～１４：３０ 

★６時間授業の場合 

１５：１０～１５：２５ 

１校時  ８：５０～ ９：４０  ８：５０～ ９：３５ 

２校時  ９：５０～１０：４０  ９：４５～１０：３０ 

３校時 １０：５０～１１：４０ １０：４０～１１：２５ 

４校時 １１：５０～１２：４０ １１：３５～１２：２０ 

昼食 １２：５０～１３：０５ １２：３０～１２：４５ 

昼休み １３：０５～１３：２５ １２：４５～１３：０５ 

５校時 １３：３０～１４：２０ １３：１０～１３：５５ 

６校時 １４：３０～１５：２０ １４：０５～１４：５０ 

清掃 ★５時間授業の場合 

１４：２０～１４：３５ 

★６時間授業の場合 

１５：２０～１５：３５ 

★５時間授業の場合 

１３：５５～１４：１０ 

★６時間授業の場合 

１４：５０～１５：０５ 

  

 

 



学習について 

１ 各教科の授業時数                                                                       

１ 学 年 

 

国 

語 

社 

会 

数 

学 

理 

科 

音 

楽 

美 

術 

保 

体 

技 

家 

英 

語 

道 

徳 

特 

活 

総 

合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

標準時数 

 

140 

 

105 

 

140 

 

105 

 

45 

 

45 

 

105 

 

70 

 

140 

 

35 

 

35 

 

総合:５０ 

 

週時数 

 

４ 

 

３ 

 

４ 

 

３ 

 

1.3 

 

1.3 

 

３ 

 

２ 

 

４ 

 

１ 

 

１ 

 

１．４ 

 

年間時数 

 

140 

 

105 

 

140 

 

105 

 

45 

 

45 

 

105 

 

70 

 

140 

 

35 

 

35 

 

５０ 

 

２ 学 年  国 

語 

社 

会 

数 

学 

理 

科 

音 

楽 

美 

術 

保 

体 

技 

家 

英 

語 

道 

徳 

特 

活 

総 

合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

標準時数 

 

140 

 

105 

 

105 

 

140 

 

35 

 

35 

 

105 

 

70 

 

140 

 

35 

 

35 

 

総合:７０ 

 

週時数 

 

４ 

 

３ 

 

３ 

 

４ 

 

１ 

 

１ 

 

３ 

 

２ 

 

４ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

年間時数 

 

140 

 

105 

 

105 

 

140 

 

35 

 

35 

 

105 

 

70 

 

140 

 

35 

 

35 

 

７０ 

 

３ 学 年  

  

国 

語 

社 

会 

数 

学 

理 

科 

音 

楽 

美 

術 

保  

体 

技 

家 

英 

語 

道 

徳 

特 

活 

総 

合 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

標準時数 

 

105 

 

140 

 

140 

 

140 

 

35 

 

35 

 

105 

 

35 

 

140 

 

35 

 

35 

 

総合:７０ 

 

週時数   

 

３ 

 

４ 

 

４ 

 

４ 

 

１ 

 

１ 

 

３ 

 

１ 

 

４ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

年間時数 

 

105 

 

140 

 

140 

 

140 

 

35 

 

35 

 

105 

 

35 

 

140 

 

35 

 

35 

 

７０ 

 

２ 総合的な学習の時間 

   様々な体験学習・探究活動を通して、自らの課題をみつけ、自ら学び、自ら考え、主体的

に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成することをねらいとして学習します。 

３ 特別な教科 道徳 

   道徳の時間を要として、「自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した一

人の人間として他者と共によりよく生きる為の基盤となる道徳性を養うこと」とする道徳

教育の目標を見据え学校の教育活動全体を通じて、道徳教育を実践し、豊かな道徳性を養う

とともに人間形成をめざした教育を推進します。 

４ 本校がめざしている学習指導について 

（１）学習意欲の育成と向上 

   生徒の興味関心を高めるため、多様な学習形態や学習活動を導入します。 

（２）基礎・基本の定着 

 学習規律の確立が何より大切と考え、授業に向かうルールの徹底をはかります。その上

で、学習のねらいを明確にし、学習の振り返りを行うなど、家庭学習を含めた、自分で学

習していく力の育成と向上をめざします。テスト前には補習時間を設定して生徒の課題克

服を支援します。また、学年毎の特設学習会も行っています。 

（３）言語活動を通した思考力・表現力・判断力の育成と向上 

    教科、総合の時間などを通して、考える力を育む取り組みにも力を入れます。 
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評価・評定について 

 

  中学校では、「目標に準拠した評価」（いわゆる絶対評価）により、生徒一人ひとりの学習状況を評価し

ています。また、評価と同時に生徒が学習の目標に到達できるよう繰り返し指導・支援することに努めてい

ます。 

 

１．目標に準拠した評価（絶対評価）とは 

「目標に準拠した評価（絶対評価）」とは、学習指導要領に示されている目標に照らしてその実現状況を

見る評価です。生徒自身が学習の目標や内容に対して、どれだけ到達したかということが重視される評価で

あり、自分が努力して得た成果や進歩した結果が評価されるものです。 

 

２．各教科の評価・評定について 

（１）観点別評価について 

各教科における「観点別評価」は、学習指導要領に示される各教科の目標に照らして設けられた「評価

の観点」（３観点）について、目標の達成状況を評価したものです。それぞれＡ○、Ａ、Ｂ、Ｃ○、Ｃの記

号で記し、その表示は次の通りになっています。 

                  

                                                

評価 目標に対する実現状況 

Ａ○ 十分満足できるもののうち特に程度が高いもの 

Ａ 十分満足できる 

Ｂ おおむね満足できる 

Ｃ○ 努力を要する 

Ｃ 一層努力を要する 

 

       評価をするくくりについて 

 １学期 ２学期 １・２学期総合 年間総合 

１年 

２年 

９科 
◎ ◎  ◎ 

３年 ９科 ◎  ◎ ◎ 

 

   

（２）評定について 

各教科における「評定」は、学習指導要領に示された各教科の目標に照らして設けられた３観点の「観

点別評価」を、総括的に評価したものです。５、４、 

３、２、１の数字で記し、その表示は次の通りになっています。 

５：「十分満足できると判断されるもののうち、特に程度の高いもの」 

４：「十分満足できると判断されるもの」 

３：「おおむね満足できると判断されるもの」 

２：「努力を要すると判断されるもの」 

１：「一層努力を要すると判断されるもの」 
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 （３）「観点別評価」と「評定」の関係 

各観点別学習状況の評価から、次の表３に基づき評定が決まります。 

       Ａ○＝５点、Ａ＝４点、Ｂ＝３点、Ｃ○＝２点、Ｃ＝１点としての合計点数 

     

 評定 点数 組合せの代表例 

５ 
１５点 

１４点 

Ａ○ Ａ○ Ａ○ 

Ａ○ Ａ○ Ａ  

４ 
１３点 

１２点 

１１点 

Ａ○ Ａ Ａ  

Ａ  Ａ Ａ  

Ａ  Ａ Ｂ  

３ 
１０点 

 ９点 

 ８点 

Ａ Ｂ Ｂ  

 Ｂ Ｂ Ｂ 

Ｂ Ｂ Ｃ○ 

２ 
 ７点 

 ６点 

 ５点 

Ｂ  Ｃ○ Ｃ○ 

Ｃ○ Ｃ○ Ｃ○  

Ｃ○ Ｃ○ Ｃ 

１ 
４点 

３点 

Ｃ○ Ｃ  Ｃ  

Ｃ  Ｃ Ｃ 

 

  本校では、上のような方法で、評価・評定を行っています。評価規準及び評価資料 につきましては、各

教科において十分検討し、設定しております。 
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通知表の見方 
 

１．教科の学習の記録 
（１）観点別評価について 

各教科における「観点別評価」は、学習指導要領に示される各教科の目標に照らして設け 

  られた「評価の観点」（３観点）について、目標の達成状況を評価したものです。それぞれＡ゜、Ａ、

Ｂ、Ｃ゜、Ｃの記号で記し、その表示は次の通りになっています。 

Ａ゜：「十分満足できると判断されるもののうち特に程度の高いもの」 

Ａ ：「十分満足できると判断されるもの」 

Ｂ ：「おおむね満足できると判断されるもの」 

Ｃ゜：「努力を要すると判断されるもの」 

Ｃ ：「一層努力を要すると判断されるもの」 

（２）評定について 

各教科における「評定」は、学習指導要領に示された各教科の目標に照らして設けられた 

３観点の「観点別評価」を、総括的に評価したものです。５、４、３、２、１の数字で記し、 

その表示は次の通りになっています。 

５：「十分満足できると判断されるもののうち特に程度の高いもの」 

４：「十分満足できると判断されるもの」 

３：「おおむね満足できると判断されるもの」 

２：「努力を要すると判断されるもの」 

１：「一層努力を要すると判断されるもの」 

 

２．出欠の記録 

各月の授業日数、出席停止・忌引日数、欠席日数、遅刻・早退の回数とそのおもな理由など 

が記載されています。７月と１２月については、当日まで確定しないため、次の学期にお知ら 

せします。 

 

３．特別活動の記録 

学級活動、生徒会活動、部活動、学校祭などにおける参加状況が記載されています。 

 

４．所見（３学期のみ） 

  生活状況や生徒会・係活動、各行事への取り組みを総合的にとらえ、努力し成果を上げたことや今後

頑張ってほしいことなど、お子さまの活動に対する担任の思いが記載されています。 

 

５．総合的な学習の時間の記録 

  ３年生は２学期、１・２年生は３学期に、総合的な学習の時間に取り組んだ活動の内容と状況につい

ての評価をお知らせします。 

 

６．道徳の記録 

  ３学期に、道徳で取り組んだ活動の内容と状況についての評価をお知らせします。 

 

７．家庭から学校へ 

  通知表に記載された内容をもとに、お子さまが努力したところ、力を伸ばしたところを確認してあ

げてください。評価の低いところについても、「努力がたりない」のではなく、今後伸びることが期待

できるところ、と考え、どのように取り組み、伸ばしていくか一緒に考えてあげていただきたいと思い

ます。家庭での話し合いの内容や、一緒に考えた今後の目標などをこの欄にご記入いただき、学校にも

お知らせください。 
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中学校生活について 
学校は一つの社会です。いろいろな考え方の生徒が生活し、お互いに影響を与え合います。社会では、ト

ラブルや不公平を避けるためのさまざまなきまりがあるように、学校生活の中 

にも生活面や身だしなみの面できまりがあります。生徒のみなさんは学校という社会の一員としてきま

りを守って生活しなければなりません。学校生活を通じて、集団の一員として「自覚と責任」、他者との

「協調性」、集団の目標達成に貢献する「態度」を身につけて、生徒がお互いに良い影響を与えられるよ

うな人間関係を築いてください。相陽中学校が全ての生徒にとって安全に、安心して生活できる場所に

なるように自覚と誇りをもって、次の心得を意識した生活を送ってください。 

 

１ 学校生活 

（１）登校 

    ①生徒の登校時間は８：１０～８：３０ 

    ②出欠席の確認は、８：３０に教室で行います。 

    また、８：３０までに荷物の整理をし、カバンをロッカーに 

入れて教室で着席しましょう。 

    ③遅刻・欠席連絡は８：２０までに保護者からの欠席等連絡フォームで連絡をお願いします。 

※電話での欠席連絡も可能です。電話での欠席連絡は８：１０～８：２０にするようにしてください。

なお８：２０以降の欠席連絡は必ず電話連絡でお願いします。  

   ④朝の会終了後に遅刻した場合には、登校後、職員室に報告に行き、遅刻連絡票を書いてもらってから教

室に行ってください。 (記入教師 →(本人) → 教科担任 → 学級担任) 

    ⑤体調不良で早退する場合は、必ず保護者と連絡をとり、原則としてお迎えをお願いします。一人で帰ら

せる場合は、保護者の了解を取り下校させます。帰宅後に帰着の連絡を学校へしてください。保護者と

連絡が取れない場合は、原則として連絡がつくまで保健室等で休むことになります。  

    ⑥登校した後は、原則として下校時まで校外に出ることはできません。 

 

（２）授業・学活時 

   ①登校時・朝の会は標準服です。日中の生活は、その授業に適した服装で臨みましょう。 

②服装、教室環境を整えてから授業を行います。 

   ③学習用具を机上に準備した状態で、始業の２分前着席ができるようにします。 

   ④授業の開始、終了時のあいさつは、姿勢を正し、しっかり行いましょう。 

   ⑤授業を大切にし、私語はやめましょう。終了までは教室等から出ないようにしましょう。  

⑥保健室に行く場合には、授業時の先生から保健室利用カードにサインしてもらうことにな 

ります。（保健室の利用参照） 

 

（３）昼食指導・昼休み 

①全員がそろった状態で昼食を開始し、終了時間までは教室外に出られません。 

②清掃がある日は、昼休みに体育着に着替えるようにしましょう。 

③午後に体育着で受ける教科がある場合は、昼休みに着替えるようにしましょう。 

 

（４）清掃 

①清掃は体育着で取り組みます。割り振りを決めておこないましょう。 

②清掃場所の先生と一緒に残り２分前になったら反省会を行ってください。 
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（５）帰りの会、下校 

①一斉下校の日は、原則として標準服に着替え、帰りの会を始めます。 

②帰りの会終了後は速やかに次の活動場所へ移動（あるいは下校）しましょう。 

③放課後に諸活動がある日は、ジャージや部活動着での下校でも可とします。 

 

２ 服装・頭髪 

（１）頭髪について 

中学生として、清潔な髪型を心がけましょう。 

①染髪、脱色は禁止です。 

②パーマや極端な段差のある髪型等、社会通念から逸脱した髪型は禁止です。 

③整髪料等は禁止です。 

④長髪は活動に支障がないように結びましょう。 

⑤髪用ピン、ゴムは黒・紺・茶の色で派手でなく、機能的で小さいものにしましょう。 

 

（２）標準服について 

①標準服の着方は、下のア～ウのいずれかとする。 

 上 下 

ア ブレザー、白のワイシャツ、ネクタイ 

スラックスまたはスカート イ 白のワイシャツ、ネクタイ 

ウ 白のワイシャツまたは白のポロシャツ 

 ※ポロシャツを着用する際は、裾をスラックスやスカートの中に入れましょう。 

 ※儀式的行事の際は、季節にあった正装で臨みましょう。 

※クールビズ期間（５月１日～１０月末日）までは、ネクタイをせずブレザーを着用することを可としま

す。 

②靴下･･･白・黒・紺・茶・グレーを基調としたものにしましょう。 

③ベルト･･･黒・紺・茶の単色とし、布または革製のもので、華美なものや極端に細いものは不可としま

す。 

④靴･･･体育の授業で使用可能なもので、色の指定はありません。革靴は不可とします。 

⑤その他 

ア ブレザーの第一ボタンをしめましょう。 

イ カーディガンやセーターでの生活は、校内に限り可とします。 

   ウ Ｙシャツの中に着るインナーは、無地またはワンポイントのもののみ可とします。 

（ア）色の指定は特にしませんが、派手な色やデザインが入っていないものにしましょう。 

（イ）首元や袖から見えないように着用しましょう。 

エ スカートの下にタイツやストッキング、ニーハイソックスを着用しても構いません。 

 

（３）体育着について 

①学校指定のものになります。 

②体育着の下にインナーシャツやタイツ、ストッキングなどを着る際は、はみ出さないよう 

にしましょう。 

③体育部門前の指定された期間のみ、白地のワンポイントＴシャツの着用を可とします。 

④学校生活の中で体育着で生活する際、中学校指定のハーフパンツの下にインナー（タイツ 

・スパッツ・レギンス）の着用を可とします。色は黒・紺の無地またはワンポイントまでに限ります。 

 

（４）防寒着について 

①カーディガンやセーターは白、黒、紺、茶、グレーの単色とし、ブレザーの下に着用しま 

す。裾や袖が極端にブレザーからはみ出さないようにしましょう。 

②登下校時に着る防寒着・ウインドウブレーカー類は、標準服に適した華美でないものにし 

ましょう。部活動で統一して購入したものも可とします。※ブレザーを着用の上可としま 

す。ただし、校内での防寒着は不可。 
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③マフラー、ネックウォーマー、手袋の色の指定はありません。校舎内では着用しないよ 

うにしましょう。 

④教室内での膝掛けの使用は可です。色の指定はありません。 

   ※防寒着のルールは、コロナ禍において変更になる場合があります。 

 

（５）その他 

①化粧は禁止です。 

②ピアス、ネックレス、指輪、ブレスレット、カラーコンタクト等の装飾品は禁止です。 

③上履きは、学年色の指定があります。必ず記名（つま先・かかと）をしましょう。落書 

きやデコレーションは禁止です。 

④体育館履きの指定はありませんが、運動に適したものを使用しましょう。 

⑤骨折等の怪我により標準服着用が困難な場合は、担任の先生と相談の上、体育着での登 

校も認められます。 

 

３ 持ち物についての確認事項 
（１）学校生活に必要ない物はもってこないようにしてください。特に、貴重品はもってこない 

ようにしてください。通学用の定期券や、やむを得ずもってきた貴重品は朝の会で学級担 

任が預かり、下校時に返却します。 

（２）不要物については、学級担任が一時預かります。 携帯電話・まんが・ゲーム機器・必要外 

の金銭・時計・おもちゃ類・菓子類・体につける装飾品（ネックレス、ピアス、ブレスレ 

ットなど）については、保護者に返却することを原則としています。 

（３）水筒の持参を認めています。 

①中身は、茶、水、スポーツドリンクです。 

②水筒以外の使用は認めていません。 
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学校生活に必要なもの 
 

１ 標準服 
  着用のルールは生徒心得を参照してください。 
 
 
２ 学校生活で必要なもの 
○上履き    学年色のみ指定されています 

○通学用バック 指定なし（縦 32cm、横 63cm、奥行き 44cmのロッカーに収納できるもの） 

○体育着    指定のジャージ（上・下）、指定のハーフパンツ、指定の半袖シャツ 

○防災頭巾   必須です。小学校のときに使用していたもので結構です。 

○その他    各教科で必要なものは、教科担任から連絡します。 

         ランチョンマット※感染防止対策の一環で昼食時に使用します。 

 

 

３ 標準服等を購入できる店 
【標準服】・オオヤ上溝店          ・スクール用品ナカムラ橋本店 

     中央区上溝 5-14-19         緑区橋本 8-11-13 

      営業時間 10時～19時       営業時間 10時～18時 

      電話：042-764-0805        電話：042-785-4211 

 

     ・ｽｸｰﾙﾒｲﾄミチル相武台店      ・シーガルｱﾘｵ橋本店 

      座間市相武台 3-42-45        緑区大山町 1-22    

         アイダビル 1階        営業時間 10時～18時 

      営業時間：土･日･祝 10時～18時   電話：042-774-7306 

           平日  13時～18時    

電話；046-256-0321   ・菅沼洋服店 

                                 南区当麻 1120-7  

     ・Ｔ＆Ｙｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ相模原店 2階    営業時間 

      南区松が枝町 17-1         電話：042-778-2742 

小田急相模原駅前          

      営業時間 10時～18時 

      電話：0120-936-538 

 

【長袖ジャージシャツ・ロングパンツ・ハーフパンツ】 

・株式会社ムラタ      申込方法：事務室前にある申込書に必要事項を記入のうえ 

  中央区相生 4-8-18          ①（株）ムラタへ直接行くか、電話・ＦＡＸで注文 

電話：042-752-8100      ② 事務室前にある申し込み用ポストに投函する                FAX： 

042-752-8148 

 

【半袖シャツ】 

・クボタスポーツ 

  中央区相模原 6-23-4 申込方法：事務室前にある申込書に必要事項を記入のうえ 

  営業時間；10時～20時 ①クボタスポーツへ直接行くか、電話・ＦＡＸで注文 

  電話：042-752-3107 ② 事務室前にある申し込み用ポストに投函する 

  FAX : 042-752-3075 
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生徒会会則 

第１章 総 則 
第１条（名称）この会は相模原市立相陽中学校生徒会という 

第２条（目的）この会は学校教育目標に基づき、会員の自発的、自主的な活動を通して楽 

しく、規律正しい学校生活を実現してゆくことを目的とする。 

 

第２章 組 織 
第３条（会員） この会は相陽中学校生徒全員を会員としてつくられ、先生を顧問とする。 

第４条（生徒会本部） この会の活動の中心になるものとして本部を設置する。 

（１）本部には以下の役員を置く。 

   会長 1名、副会長 2 名（1年 1名、2年 1名）、書記４名（１，２年２名ずつ） 

（２）本部には本部の仕事を補佐する係として運営委員を置くことができる。 

（３）本部は必要に応じ、拡大本部を招集することができる。拡大本部の構成員は以下の通りと

する。 

   本部役員・学年生徒会の長・生徒会委員会の長・特別委員会の長 

第５条（機関） この会に次の機関をおく。 

   生徒総会、代表議会、学年生徒会、生徒会委員会（福祉ボランティア委員会、保健委員会、

環境委員会、歌声委員会、図書委員会）、特別委員会（放送委員会・体育部門実行委員会） 

 

第３章 本 部 
第６条（役員の選出） 役員は投票によってえらばれる。（選挙規定による） 

第７条（役員の任期） 役員の任期は１年とし、生徒会本部役員認証式から、次年度の生徒会本

部役員認証式までとする。なお、任期が終了した旧本部役員は、助言者として２学期終了

まで活動できることとする。 

第８条（会長）  会長はこの会を代表し、会の運営活動を総轄する。 

第９条（副会長） 副会長は会長を助け、会長に事故のあるときは代理をする。 

第 10条（書記）  書記は会議における議事録等を記入整理する。 

第 11条（運営委員） 運営委員は、本部の仕事を補佐する。 

 

第４章 会 議 
第 12条（生徒総会） 生徒総会は会員全員でつくられ、生徒会最高の議決機関とする。 

（１）本部が招集し、総会の運営は議長会が担当する。 

（２）定期総会は年１回開くものとし、会則変更・活動計画等について審議決定する。 

（３）本部は必要に応じ臨時総会を開くことができる。 

第 13 条（代表議会） 代表議会は総会につぐ議決機関で、拡大本部役員及び学級の代議員によ

って構成される。 

（１）本部が収集し、会議の運営を行う。 

（２）月 1回定例会を開き、生徒会の活動内容・運営に関することを審議決定する。 

本部は必要に応じ、臨時代表議会を開くことができる。 
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第 14条（生徒会委員会） 生徒会活動を組織的・効率的に実行するため生徒会委員会を設置し、

学級の代表により構成する。（各学級男女 1名ずつ、任期は半期） 

（１）（福祉ボランティア委員会） 福祉活動、厚生活動の推進を通じて、ふれあいの心が育つ

ように働きかける。 

（２）（保健委員会）生活、学習環境をしっかり整え、健康を維持できるよう働きかける。 

（３）（環境委員会）学校環境を整備し、環境美化活動を推進する。 

（４）（歌声委員会）歌声活動を推進し、講習会や交流会を設けるとともに、合唱組曲「あふり

ね 1部・5部」をたやさぬように歌い継ぐ。 

（５）（図書委員会） 本に関する広報活動を行うとともに、図書の貸し出し業務を担当する。 

第 15 条（特別委員会） 生徒会活動に関わる情報や成果を広く知らせるために特別委員会とし

て放送委員会、体育部門実行委員会を設置する。 

第 16 条（選挙管理委員会） 役員の選出にあたって、公示・届け出の受理・告示・選挙運動に

関するいっさいの管理・投票の管理・開票及び結果発表を行う。 

第 17 条（学年生徒会） 学年ごとに代議員全員で構成する。学年生徒会の会議や学年集会の運

営、校外学習、学年行事など、幅広く協議し実践する。必要に応じ生徒会委員会等他の組

織とも連携する。 

第 18条（学級会） 学級の会員全員で組織し、代議員男女各 1名を選出する。 

   代議員（前期・・・1・2年 1名、3年 2名）は代表議会に出席する。学級会は、代表議会

や生徒会委員会、学年生徒会からおろされた問題、または学級内の諸問題をうけとめ、討

議実践する。実践の段階では学級活動との関連を考慮し、学級会の要求や提案は、代表議

会、生徒会委員会、学年生徒会を通して全体・学年の問題としてとり上げる。 

 

第５章 運 営 
第 19条（定足数）各機関の会議における定足数はいずれも全員の 3分の２以上とする。 

第 20条（議決） 各機関の会議における議決は、出席者の過半数とし、賛否同数の時は議 

長がこれを決める。 

第 21条（経費） この会の運営に要する経費は、市費をもってまかなわれる。 

 

第６章 改 正 

第 22条（改正の手続き） 

（１）本会則の改正は、その運営上必要と認められたとき行われる。 

（２）本会則の改正は、代表議会で審議され、生徒総会で決定する。 

 

第７章 附 則 
第 23条（細則） この会の運営に必要な選挙規則、議事規則は別に定める。 

第 24条（会則の発効） この会則は平成 16年 6月 1日から発行する。 
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部活動 

 

１．部活動の目標 

①目標をもち、仲間を大切にしたり、助け合ったり、自主的に活動できる力を養います。 
②共通の興味や関心を通して、友情を深め、あわせて知識や技能の向上を目指します。 

 

２．部活動の基本方針 

①全職員が直接指導にあたります。顧問の指示により地域指導者に協力を求めることがあ
ります。 

②運営費用は、市よりの課外活動助成金を利用します。部費を徴収する場合は原則とし

て、  
上限５，０００円としています。会計報告については、３月に報告します。 

③練習試合や公式戦、発表会等、校外に出る場合は公共交通機関を利用します。 
 

３．部員の入退部 

①入部できる部活動は１つとします。※水泳部の部員募集はありません。 
②部員の入退部については、保護者、顧問双方の承認が必要です。そして、保護者名を持
って申請します。 

 

４．活動日および活動時間 
①顧問（それに代わる職員）が校内に不在の場合は活動しません。 
②月曜日と水曜日は原則活動を行いません。 

③学期中は、週当たり２日以上の休養日を設けます。土曜日および日曜日は少なくとも１
日以上を休養日とします。また、土曜日、日曜日、祝日は月に合わせて４日以上の休養
日を設定します。 

④大会やコンクール等参加で、週末に続けて活動した場合は、休養日を他の日に振替えま
す。ただし、生徒が最終目標とする大会・コンクール等において、大会の日程上、他の
日への振替えが困難な月については、練習時間の短縮による部分的な休養など、生徒の
心身の休養が図られるように努めます。 

⑤放課後の練習について              最終下校 
４月 １日   ～  ８月３１日    １８：００下校 
９月 １日   ～  ９月１６日    １７：４５下校 
９月１７日   ～  ９月３０日    １７：３０下校 

１０月 １日   ～  １０月１７日    １７：１５下校 

１０月１８日   ～ １１月 ７日    １７：００下校 
１１月 ８日   ～ １１月３０日    １６：４５下校 
１２月中                １６：３０下校 
１月中                 １７：００下校 
２月中                 １７：１５下校 
３月中                 １７：３０下校 

   
⑥下校時は、体育着や部活動の活動着での下校も可となります。 
⑦定期試験５日前より活動停止となります。 
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５．活動時の服装 

①服装は原則、標準服・体育着・ユニフォームとします。但し、衛生面・健康面等の配慮

に基づき、その他のシャツが必要な部活動は、顧問・保護者の確認・了解の上、使用・
購入・作成しても構いません。その際、白・黒・紺・茶・グレーを基調としたもので、
デザインは華美でないものとします。バックプリントも可とします。 

②ウインドブレーカーや防寒着が必要な部活動は保護者了解の上、購入しています。ただ
し、華美なもの（大きなプリント、ファッション性の高いものなど）は不可とします。 

③３年生対象の大会等が終了している３年生の活動については、１・２年生が活動の主体
であることを理解した上で、平日の活動は、日課が同じときのみ可とし、部活動のため
の再登校はしないこととします。休日・祭日の参加は可とします。 

 

６．休部及び廃部について 

①顧問が活動として成立しないと判断した人数の場合は、職員で十分な検討行い、休部を
決定します。 

②次年度の４月に再開の見通しがなければ廃部となります。 
 

７．活動場所及び使用日 

  【体育館】バスケットボール・バレーボール・卓球・剣道 

   月ごとに使用日の日程調整を行います。 

  【教室】 

吹奏楽 
第一音楽室 

第二音楽室 
科学 

第一理科室 

     PC 室 

演劇 学習室①（２－１横） 美術 第一美術室 

卓球 学習室③（３年廊下） 
 

【グランド】 野球・ソフトボール・陸上競技・バスケットボール・サッカー  

【球技コート】ソフトテニス・バレーボール  【プール】水泳  【格技場】柔道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊雨天時の活動場所 

部活動 場所 部活動 場所 

野球 Ｂ棟２階渡り廊下 
バレーボール 

男子 ３－１・３－２前

廊下 

ソフトボール Ｂ棟３階ピアノ前 女子 特別棟２階渡り廊下 

陸上競技部 特別棟１階廊下 バスケットボー

ル 

男子 Ｅ棟図書室前廊下 

水泳 顧問教室 女子 Ｃ棟２階廊下 

ソフトテニス 特別棟１階廊下 剣道 Ｅ棟１階廊下 

サッカー あふりね⑤前階段 卓球 学習室③(あふりね⑤前) 

 

 

 

 

 

 

 

-19- 



 

保健室の利用 
１ 相陽中保健室利用のルール 
・保健室の利用は、基本的に１日１時間です。 
・保健室では薬をあげたり、あずかったりすることはできません。自分で薬を持ってくると
きは、しっかりと自己管理してください。 

【保健室に来るとき】 

①授業中：授業の先生にことわり、『保健室利用カード』にサインをもらってから来室しま
しょう。 

②休み時間：基本的に次の授業の先生にことわり（または担任の先生）、『保健室利用カー
ド』にサインをもらってから来室しましょう。 

③放課後：部活中にケガをした場合は、かならず顧問の先生に報告をしてから来室してくだ
さい。 

【教室へもどるとき】 
保健室の先生から『保健室来室記録』を受け取り、授業の先生に渡しましょう。 
※早退する場合は保護者の方に連絡をします。必ず連絡がとれるようにしておいてくださ
い。 

 
２ 保健室より 
①保健室の利用について 

保健室は、応急処置や一時的な休養の場です。特に、絆創膏や湿布等の消耗品の数には限
りがありますので、その後につきましてはご家庭での対応をお願いいたします。 

②早退をする場合の対応 
本校では、必ず保護者の方と連絡がついた状態で早退を決定させていただいております。

帰宅方法は、「①保護者の方によるお迎え」、「②保護者の了解を得てお子さま一人で帰宅」
の２通りとなります。 
※緊急時に必ず連絡がとれるよう、自宅や携帯・お勤め先等の電話番号が変更になった場合
には、すみやかに学校へご連絡ください。 

③内服薬の管理について 

学校では内服薬を置くことが禁止されています。そのため、病院で処方された薬や、市販
薬をお預かりすることができません。内服薬を持参する場合は、お子さまが自己管理するよ
うにお願いいたします。また、薬を他人にあげることは、医薬品によるアレルギー発症の危
険性があります。絶対にしないようご指導ください。 

④朝の健康観察のお願い 
登校前に、お子さまの食欲や発熱の有無などご家庭で健康観察の実施をお願いします。健

康状態が思わしくない場合には、無理せず十分に休養をしていただき、体調が良くなってか
ら登校をさせてください。特に、新型コロナウイルスやインフルエンザなどの流行期は、ご
家庭での健康観察が重要となりますので、よろしくお願いいたします。 

 

３ 学校でケガをした場合について 
ケガをしてしまったときにはすみやかに応急処置を行い、状況により自力下校が困難、ま

たは保護者の方に来校していただく必要があるときなどには、お迎えをお願いすることが
ありますのでご了承ください。 
病院受診が望ましいと思われる場合には、原則、教職員が付き添って医療機関へ移送しま

す。その際は保護者の方へご連絡するとともに、病院選定や受診方法等をご相談させていた
だきます。なお、学校管理下で発生したケガ等で病院受診をした際には、「日本スポーツ振
興センター」による災害共済給付金を受けとることが出来ます（詳細はＰ27 日本スポーツ
振興センターに記載しています）。 
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不登校・いじめ・友人問題・性格・気になる行動・子育てに関すること・ご家

庭のこと・学校に関することその他、心理的な問題について何でもご相談くだ

さい。ご一緒に話し合い、考えていきます。相談内容によっては、他機関をご

紹介いたします。また、プライバシーは守られますのでご安心ください。 

 

相談室の利用 
１ 相談室（学校出張相談） 

相談室（学校出張相談）を利用してみませんか。本校では、週２回青少年教育カウンセラー
が来校し、学校内の相談室で相談に応じています。生徒はもちろん保護者の相談も受けていま
す。 

 
２ 生徒の相談方法 

どうも元気が出ない人、なにか気になることがある人・・・相談室を利用してみませんか。
じっくり相談することもできますし、教室から離れた場所でひといきつくこともできます。 

＜相談室の利用のしかた＞ 
開いている日・・・毎週水曜日・金曜日 
開いている時間・・・１０：００～１７：００ 

相談室の場所・・・事務室横の階段で 2階に上がりすぐ右手です。 
予約なしで利用できるのは昼休みと予約の入っていない放課後です。 
授業時間中の相談は先生への届出と予約が必要です。 
予約の仕方・・・直接相談室のカウンセラーへ／先生へ／相談室の直通電話へ 
（０４２-７７８-０４８４）※毎週水曜日・金曜日以外はつながりません。 

 

３ 保護者の相談方法 

 

 

 

 

●場 所：相談室（事務室横の階段を上がった２階右手にあります） 

●日 時：毎週 水・金曜日 

      １０：００～１７：００（昼食・休憩時間を除く） 

●相談の申し込み方法 

①相談室専用の電話で予約をする。 

   相談室：０４２－７７８－０４８４（相談室直通電話） 

   ※なお、毎週 水・金曜日以外はつながりません。 

         ↓（つながらないときは…） 

②担任を通して予約をする。相陽中学校：０４２－７７８－０３３０  

        または  

③青少年相談センター南相談室で相談する。 

  南相談室：０４２－７４９－２１７７   

     

４ 学校外での相談 
●来所相談：学校では相談しづらいという方は青少年相談センター南相談室 

（南合同庁舎の隣）で相談することができます。この相談を希望される場 

合は南相談室に予約のお電話をおかけください。 

 ●電話相談：電話相談については、予約なしで受け付けています。匿名で相談するこ 

ともできます。 

    南相談室：０４２－７４９－２１７７ 
    相談時間：月曜日～金曜日 ９時～１７時 
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相陽中のフリースクール(SO-YOかぜルーム)・登校支援ルーム 

朝活(朝の会)について 

〇個別の支援による教師との人間関係の中で、社会性を育むための場です。 

利用には 

◯本人と保護者が登校復帰や個別の学習、教室以外での登校を希望していること。 

◯本人・保護者が担任や学年職員とよく話し合って相談をしていること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な理由で、教室に行けなくなってしまったり、休みがちになってしまったりしている生徒を

学校とつなげることを目的としています。 

○学校に登校できる機会を増やすための場です。 

〇生徒が決められた日時に登校し、学習に取り組むことで、生活のリズムを整えるための場で

す。 

登校支援ルーム 

（月・水曜日①～⑤校時） 

☆登校日時が決まっています。 

☆担当教員と個別で学習しま

す。 

ＳＯ－ＹＯかぜルーム 

（火・木・金曜日②～⑤校時） 

☆ＳＯ－ＹＯかぜルームの時間

割に沿って、または個別に学習

の計画を立て学習します。 

☆小集団の中でコミュニケーシ

ョン力を育てます。 

朝活(朝の会) 

（金曜日８：３０～８：５０) 

(①時間目に式等がある日） 

☆早寝早起きで一日の生活リ

ズムを整えます。       

☆少人数での朝ので、徐々に慣

らしていきます。  

三者面談（本人・保護者・先生） 

○生徒の現在の状況について共有します。 

○今後の登校や学校生活について短期目標を設定します。 

 

 

 

ケース会議 

○担任・学年主任・先生方・スクールカウンセラーと、本人に合った支援について相談します。 

三者面談（本人・保護者・担任） 

○登校支援ルーム、ＳＯ－ＹＯかぜルーム、朝活、外部機関（相談指導教室など）の利用について 

生徒の状況に適した学びの場を相談します。 

 

 

登校支援ルーム、ＳＯ－ＹＯかぜルーム、朝活を併用することもできます。生徒の状況に応じて判断

をしていきます。まずは、担任、学年職員、支援コーディネーターにご相談ください。  

 

教室場所 Ｅ棟１階(体育館に一番近い校舎の１階) 

電話番号 ０４２－７７８－０３３０ 

担任・学年職員・支援コーディネーターまで 
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自然災害への対応 

 
１ 大規模地震発生に対して 
   「相模原市学校防災計画－学校安全の手引き」をもとに、本校における地震が発生した場合の対応は次

のように定めています。各ご家庭では、いざという時の家族の集合場所や避難所を確認していただくとと
もに、日頃から近隣の危険箇所などを把握して、ご注意してください。   

 
(1)地震が発生したら 
  ① 頭部を守る         （机の下にもぐる、防災ずきん、教科書類、かばんなど利用） 
  ② 危険なものはないか判断、特に火の始末      （出口の確保なども可能な限り行う） 
 ③ あわてて飛び出さない          （校舎も含め、最近の建物は簡単に倒壊しない） 

   ④ 指示に従って避難する          （先生やその場の責任者の指示を静かに聞くこと） 
 

(2)地震が発生した場合の対応（生徒の行動） 
【学校にいた場合】 

   ○ 震度５強以上 …市の指針に従って、保護者（引受人）への引き渡しをおこないます。 
   ○ 震度５弱以下 …教育活動の継続、集団下校、保護者（引受人）への引き渡し等の対応の判断を学校が

おこないます。 
            但し、停電、情報網の混乱、通学路や地域への被害、交通網の麻痺などが 

重なった場合は、保護者（引受人）への引き渡しを行います。 
  【学校以外の場所にいた場合】 
   ○ 登下校中に強い地震を感じた場合･･･自宅か学校か安全な方へ避難してください。 
   ○ 自宅にいるときに震度５強以上の地震が発生した場合･･･学校は休校となります。自宅待機し学校か

らの指示を待ってください。※ここで示す震度は、市域のいずれかで観測された場合です。 
★引き渡し方法 

  以下の基本に従って行います。ご協力をお願いします。 

  ① 連絡はグループメールで行います。（登録されていない方には電話連絡をします） 

   ② 事前に学校に届けてある｢引受人｣に対して引き渡しを行います。 

  ③ 引き渡し場所は教室になります。 

  ④ 車での迎えは、特別な事情がない限り控えて下さい。 

⑤ 「引受人」が迎え来るまで、生徒は学校に留め置きとなります。（市の指針による） 

  ※情報網の混乱等によりグループメールが受信できない場合でも、震度５強以上の場    
合は自動的に引き渡しになります。 
 
２ 南海トラフ地震臨時情報・巨大地震警戒が発表された場合 

○ 学校がただちに、休校措置や保護者（引受人）への引き渡しを行うことはありません。 
○ 学校は情報の収集や設備の点検などに努めます。 
○ 校外学習や学校行事等は中止や延期など対応を検討の上、お知らせします。 

 
３ 警報が発令されたら 
   相模原市内に大雨、洪水、大雪、暴風等の警報が発令された場合は、通学路や公共交通機関の状況、そ

の後の気象予報等を十分に考慮して対応します。 
   ご家庭では、相模原市や学校から発信される情報にご注意くださることをお願いします。 

  発令（予報）時 措置 

・前日から予測されている場合 
 翌日登校時間に危険が予測される場合には、登校時間の変
更や休校等の措置を文書やグループメール、ホームページ等
でお知らせします。 

・当日早朝までに解除されない場合 
 状況によって、登校時間を送らせる、または休校にする等
の判断をし、グループメールやホームページ等を通してお知
らせします。 

・課業中に発令された場合 
 状況によって、下校時間を早める、または学校待機とする
等の判断をし、文書やグループメール、ホームページで等お
知らせします。 

・下校時に発令された場合 
 すみやかに下校させる、または学校待機とする等の判断を
し、文書やグループメール、ホームページ等でお知らせしま
す。 
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自転車通学規定 
 

１．自転車通学は、次の条件を満たし、学校長から許可された生徒に限ります。 
自転車通学許可は１年間とし、年度ごとに申請し許可を受けてください。 

 

２．自転車通学を許可する条件 
  ア：交通ル－ル・マナ－（二人乗り・信号無視・無灯火・片手ハンドル等の禁止） 

ならびに本校独自の規定を守ること。 
  イ：自転車通学許可区域内に居住していること。 
    (1)当麻地区 ①無量光寺より遠い地域。 
                   ②麻溝電話交換センター北側の立体交差点及び「水道路」より遠い 地域。 
                     ※芹沢は基本的には許可区域から外れる。 

※あらやの坂を通学路には使用しないこと。 
    (2)下溝地区 「下原公会堂」横の「水道路」より遠い地域。 
    (3)新戸地区 新戸河原地域。新戸の交差点から妙奠橋を通って、新戸踏切までの 

通りより東側の地域。 
    (4)磯部地区 該当地域なし。 
  ウ：身体的理由等で自転車通学を希望し、学校長に許可を得た生徒。 
 

３．自転車通学における本校の規定 
  ア：自転車は原則として普通車とし､軽快車の場合は６段以下のギアのものとする。 
  イ：サドルの高さは、停止した時に両足全面が地面につく高さにすること。 
  ウ：ハンドルは変形・ドロップ・アップのものではないこと。 
  エ：ヘルメットを必ず着用すること 
  オ：許可証（通学が認められた者に配布、有料 70 円）は指定された場所に貼ること。 
  カ：雨天の場合は徒歩通学を原則とし、自転車通学は雨ガッパを使用すること。 
  キ：校内では指定された駐輪場に駐輪し、必ず施錠すること。 
  ク：学校で指定した安全講習会、点検を受けること。 
  ケ：交通量や横断箇所の少ない安全な道を通ること。 

コ：自転車通学希望生徒は新規、継続に関わらず安全講習会に参加すること。 

安全講習会に参加していない生徒は原則として自転車通学を認めない。 
※規定が守れない場合は、１回目は本人への指導後に保護者へ連絡を行い、２回目以

降は本人への指導を行い、保護者に連絡・確認を行った上で自転車通学を１週間停止

とする。きまりが守れない状況が続く場合は自転車通学を禁止する場合もある。 

 

４．ご家庭へのお願い 

  ○交通ルールやマナー、通学路での危険箇所の確認を必ず行ってください。 

○乗車前にブレ－キ・ハンドル・ペダル等の点検を必ず行ってください。 
  ○自転車事故が多発しているため、家庭の責任で保険に加入してください。 
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出席停止と登校の手続き 
１「出席停止」とは 

学校感染症に定められている感染症に感染した場合は、集団での蔓延を防ぐため、学校保健安全法が定め

るところにより「出席停止」となり、欠席にはなりません。 

 
２ 学校感染症の種類 
 百日咳   麻疹（はしか）  流行性耳下腺炎（おたふく）  風疹    

 水痘  咽頭結膜熱   溶連菌感染症  流行性角結膜炎  急性出血性結膜炎   →「登校・登園

許可等証明書が必要」（公費負担のため無料）  

  インフルエンザ→「インフルエンザ登校許可報告書が必要」 

  伝染性膿痂疹（とびひ）→水泳不可の疾病  

 

３ 登校までの手続き 
①学校感染症に罹患した旨を、学級担任へご連絡ください。 

②「登校・登園許可等証明書」が必要な感染症の場合 

→市内の医療機関を受診した場合、医師が登校しても良いと判断し、医療機関で「登校・登園許可等証明書」

を発行していただけます。証明書を持って登校し、学級担任へご提出ください。 

※本市以外の医療機関に「登校・登園許可等証明書」は置いていないため、受診の際 

は学校から証明書を受け取り、それを持って受診し医療機関に発行してもらいます。  
 
インフルエンザの場合 
→出席停止期間の確認のために、医療機関でインフルエンザと診断 

され、治癒した際は、保護者の方がＱＲコードを読み取りフォーム 

にて報告、又は「インフルエンザ登校許可報告書」を学級担任へご 

提出ください。 

「インフルエンザ登校許可報告書」は相陽中学校ホームページにも掲載してあります。 

※新型コロナウイルス感染症については、学校保健課から発出される通知に沿って対応します。 

インフルエンザ 登校許可報告書 

生徒氏名   年  組 名前 保護者氏名 

発症した日 

※症状の訴えがあった日 

  月  日（ ）曜日 診断された日 月  日（ ）曜日 

 解熱した日 月  日（ ）曜日 インフルエンザの型  Ａ型 ・ Ｂ型 

出席停止期間 月  日（ ）曜日～  月  日（ ）曜日 

 医療機関名 

 

 主な症状 

○をつけてください 

・発熱（  ℃） ・頭痛  ・咳  ・のどの痛み  ・だるい 

・鼻水  ・腹痛  ・下痢  ・嘔吐  ・その他（    ） 
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アレルギー疾患に対する取組 
 

１ アレルギーを有する生徒の把握について 

   学校管理下におけるアレルギーによる重症化を未然に防止する必要から、アレルギーを有する生徒を把

握するため、その有するアレルギーの種別やアレルゲン物質、異常を示す症状の程度などの情報をお知ら

せください。特に、食物アレルギーを有する生徒にあっては、アナフィラキシーショックを発症する可能

性があるか否かなど、必要に応じて保護者の方と面談し、その程度を十分把握いたします。   

 

２ 学校生活管理指導表の提出について 

   ※学校生活において特に配慮すべき生徒にあっては、「学校生活管理指導表」を専門医に記載していた

だき、学校へ提出をお願いいたします。「学校生活管理指導表」は学校にありますので、担任にその旨を

お伝えください。 

   学校は、保護者、主治医及び医療機関と連携を図るとともに、その該当生徒の情報を全教職員で共有し、

呼吸器症状など初期の兆候を見逃さないよう日頃から心がけ、緊急時において適切な対応に努めます。 

 

 

 

 

 

 

３ 市消防局との連携について 

   保護者の方の同意がいただけた場合、救急隊による緊急時の迅速な対応と適切な措置を可能とするた

め、学校に提出していただいた「学校生活管理指導表」の情報（生徒氏名、主治医、搬送先、アレルゲン

等）を市消防局と共有し連携を図ります。 

  

４ 緊急時の対応について 

   学校において食物アレルギーによりアナフィラキシーショックを発症した場合には、速やかに救急要

請するとともに、「学校生活管理指導表」の情報に基づき、適切な対応に努めます。 

 

５ 医療機関から処方された薬の取扱について 

   医療機関から処方された薬につきましては、原則、学校では預からないこととし、生徒本人に管理して

いただきます。ただし、休み時間や体育の時間等、本人が処方薬を携行していない際にアナフィラキシー

ショック等の症状を発症した場合などの緊急時に備え、学校での保管場所を教職員が把握いたします。 
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※学校生活において特に配慮すべき生徒 

・ エピペン®を処方されている生徒 

・ アナフィラキシーの既往がある生徒 

・ 授業や宿泊等、学習活動において何らかの配慮を必要とする生徒 

 



独立行政法人日本スポーツ振興センター災害給付制度について 

学校の管理下で災害（負傷、疾病等）が発生し、医療機関を受診した場合、一定の基準を満た

していると、保護者に対し災害共済給付金が支払われる制度です。 

 

 

 

 

 

 

上記の給付対象の災害による傷病で医療機関を受診してから、治癒するまでの医療費（薬局含
む）の合計が５，０００円以上（保険証を提示して窓口での支払いが１，５００円以上）である場合に、

災害共済給付制度の申請が可能となります。※下図参照 

また、教育委員会より、相模原市の医療費助成（ひとり親家庭・小児医療費助成等）を受けて
いるご家庭におかれましても、災害共済給付制度を優先していただくこととなっています。 

その際は、医療機関へ学校におけるケガであることを伝え、保険証を提示して自己負担分を支
払い、申請後に給付金を受けとってくださいますようお願いいたします。 

 制度の概要  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市の医療費助成(子ども医療助成など)を利用した場合は、見舞金１割のみの給付となります。 

※できるだけ教育的観点に基づく国の制度であるスポーツ振興センターを優先してご利用くだ
さい。 

※災害共済給付申請に係る「医療等の状況」等の作成における文書料につきましては、市医師会等を通

じて医療機関に対し無料での交付をお願いしておりますが、医療機関等によっては文書料の支払いが

発生する場合がありますので、ご理解ご承知おき下さるようお願いいたします。 

 申請から給付金受け取りまでの流れ  
①給付対象となりましたら学級担任または部活動顧問へ受診の旨をご連絡ください。 

②学校から『申請確認票（保護者用）』『医療等の状況（医療機関用）』『調剤報酬明細書（薬局用）』

等を受け取り、医療機関等へ提出し記入を受け、学校へご提出ください。 

③学校の担当者が申請を行います。なお、給付金が支給されるまで約２～３ヶ月かかります。 

④給付金が支給されましたら、学校からご家庭へ書面によりご連絡いたします。 

⑤保護者の方にご来校いただき、給付金を直接お渡しします。 

※医療費は初診の請求以後、治癒するまで１０年間支給されます。 

※傷病発生日から２年以内に請求がない場合、その傷病についての請求権が無効となります。 

※その他、歯の抜髄や傷病による入院等をした場合は、相模原市による災害見舞金制度もございます。

ご不明な点は随時保健室までお問い合わせください。 

【給付の対象となる災害】 

・授業中、部活動中、休憩時間中、登下校中（通常の経路及び方法により通学しているとき）
に発生した傷病等→宿泊をともなう学校行事や熱中症、食中毒等も含まれます。 

【給付の対象にならない災害】 

・傷病の発生原因が部活動でなく、個人で参加しているクラブチーム等での活動にある場合 

・他の法令による救済制度がある場合（交通事故、生活保護世帯など） 

医療費総額 5,000円以上（＝自己負担 1,500円以上） 

３割 

自己負担分 

（申請後に給付） 

７割 

健康保険適用 

（自己負担なし） 

給付額 
（自己負担３割＋見舞金１割＝４割） 

（１割） 

見舞金 
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欠席・遅刻等の連絡 
 

欠席・遅刻・早退については欠席等連絡フォームによる連絡をお願いします。 

欠席等をする場合は、欠席等連絡フォームのＱＲコードを読み取り、８時２０分 

までに保護者の方から連絡をお願いします。 

電話や手紙による連絡も可能です。電話での連絡は８時１０分～８時２０分にお願いします。 

なお、８時２０分以降の欠席連絡は必ず電話連絡でお願いします。 

 

学校生活にかかる経費について 

    

学校教育にかかる費用のなかで、保護者の皆様に負担していただく経費は次のものがあります。 

全学年に共通するものは、「ＰＴＡ会費」と「生徒活動費」です。授業や学習活動に使う 

副教材を含む「学年諸費」は、学年によって金額が異なり、２回に分けて集金をお願いしています。また、

各学年で実施する校外学習にかかる費用は、納入の方法や時期が異なりますので、保護者会や文書等でそ

の都度お知らせいたします。 

 

１ 学校納入金  ２回に分けて集金（１学期、２学期） 
【下の表は令和４年度の例です】 

１年生 ２１，２４４円 ＰＴＡ会費、生徒活動費、副教材費・実習費 

２年生 １６，３１８円 ＰＴＡ会費、生徒活動費、副教材費・実習費 

３年生 １４，５５３円 ＰＴＡ会費、生徒活動費、副教材費・実習費 

あふりね ７，５０３円 ＰＴＡ会費、生徒活動費、副教材費・実習費 

    ※副教材とは各教科の授業で使用する「問題集」や「資料集」などです。また実習費とは 

美術や技術・家庭科などで使用する材料です。 

   【学年に関わるその他の経費】 

    １年生   野外体験教室   

    ２年生   校外学習 

    ３年生   修学旅行、卒業関係費（卒業アルバム） 

    あふりね  校外学習 

 

２ 集金方法について 

   【集金方法】 

   ・浜銀ファイナンスの代金回収サービスを利用します。 

     ・集金の回数･･････年間２回（６月と１０月）に集金する予定です。 

      

３ 給食費 
  中学校では、１人分ずつのランチボックスに入った、デリバリー方式（民間の調理事業者が調理し、

配送する方法）の給食を希望者に実施しています。中学校給食を利用するには事前の利用登録が必要と

なります。登録が完了しますと、後日、給食を予約する際に必要なＩＤ及びパスワードが発行されます。

登録完了後に振込用紙で入金をしてください。給食費はお近くのコンビニエンスストアでお支払いがで

きます。予約はスマートフォンやパソコンまたはマークシートで行えます。予約の締切は食べる日の７

日前の午後２時です。 

※予約漏れや給食忘れの際に保護者と確認の上で予備食対応を行うことができます。予備食対応を行っ

た場合は翌日担任に予備食費（276円）をお支払いください。 

※予備食対応を行うためには事前の利用登録が必要です。 

 

■ お問い合わせ先 教育環境部学校保健課給食管理班 電話 042-769-8283 

※昼食はご家庭で準備していただいてもかまいません。 

-28- 

欠席等連絡 
フォーム 



就学援助制度 
 
 
１ 就学援助制度の目的 
  

相模原市では、お子さまを公立の小中学校へ就学させるのに、経済的な理由でお困りの方に対して、学用
品や給食費などの費用の一部を援助する事業がおこなわれています。 

  
 
２ 申請方法 
  

就学奨励金の「案内兼申請書」は学校から全生徒に配布します。そこに、就学援助の対象となる方の条件
が示されていますので、該当される方で、就学援助を希望される場合は「申請書」を相模原市教育委員会学
務課へご提出ください。 
審査の結果は学務課より保護者宛に通知されます。 

  また年度途中からでも手続きは随時できますので、いつでもご相談ください。 
 
 
３ 援助の内容 
 
  援助費目および内容については以下のとおりです。 

 

 

 

学用品・給食費等 

・学用品・通学用品 

・新入学児童生徒学用品費 

・入学準備金 

・給食費（実費額） 

・校外活動費（交通費・見学料） 

・修学旅行費（実費相当額） 

・通学費（実費相当額；片道６ｋｍ以上） 

 

 

医療費等 

・医療費（学校保健安全法に定められた疾病に対して医療券

を交付） 

※医療券の交付を希望する場合、受診前に学務課に電話連

絡が必要。 

・めがね購入費（実費額／限度額あり） 

 
 
 

■問い合わせ先 
  相模原市教育委員会 学務課 ＴＥＬ ０４２－７６９－９２６２（直通） 
 ※ご不明な点は直接学務課へお問い合わせください。 
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転出の手続き 
 

１ 手続きの流れ 

生徒・保護者 
（１）転出の予定が生じた→学級担任へ連絡し、「転出届」に必要事項を記入し提出し 

↓てください。 

学級担任・学校 

（２）「転出届」をもとに①「在学証明書」、②「教科書給与証明書」を発行します。 

 ↓ 

生徒・保護者 

（３）転居先の役所で転入の手続きをしてください。その際に③「転入学通知書」が発 

↓ 行されます。 

生徒・保護者 

（４）転入する中学校へ①～③の書類を持参し、手続きを行ってください。 

 

２ 転出届 
（１）転出される際に記入していただく用紙です。 

（２）生徒の氏名、生年月日、転居先の住所など必要事項についてご記入ください。 

 

３ その他 
（１）転居先の中学校へ転入学について事前に知らせておくと、手続きがスムーズになります。また、転出先

の学校がわからない場合は転居先の役所で確認をすることができます。 

（２）教科書は転出先の中学校で給付されますが、相陽中学校と同じ教科書を使用している場合は、そのまま
お持ちの教科書を使用することになります。紛失等にご注意ください。 

（３）「在学証明書」および「教科書給与証明書」の発行には日数がかかる場合がありますので、転出の予定
が生じましたら早めに連絡をお願いします。 

 

 

 転 出 届（保護者記入）                 令和  年  月  日 

 

 

１ 

 

 

年  組 

 

生徒氏名 

 

男・女 

 

生 年 月 日 

 

令和  年  月  日生 

 

２ 

 

保 護 者 氏 名 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

現 住 所 

 

 

 

４ 

 

 

 

新 住 所 

 

 

 

 

転 出 校 名 

 

 

 

転出年月日 

 

 

令和  年  月   日 

 

       ※転出年月日は、相陽中学校に登校する最後の日を記入してください。 
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各種証明書の発行について 

□ 証明書発行の流れ 
  資格の取得や進学にあたり、証明書が必要になる場合は「証明書発行申請書」に 
必要事項を記入し、事務室または職員室に提出してください。 
 申請書は学校にありますので担任にご相談ください。また学校ホームページから 
ダウンロードすることもできます。 

  学校で発行することができる証明書は、次のとおりです。 
 

□在学証明書  □成績証明書  □卒業見込み証明書   □卒業証明書 

□通学証明書 

※電車通学に必要な定期券の購入にあたり、通学証明書が必要になる場合は「通学証明発行申込用紙」に必
要事項を記入し、事務室または担任に提出してください。 

※証明書の発行には日数がかかる場合がありますので、余裕を持った申請をお願いします。 
 
 

学割証について 

１ 学割証とは 
 正式名称は学校学生生徒旅客運賃割引証といい、申請を受けて学校が発行します。 
 ＪＲ乗車券購入時にこの「学割証」と「身分証明書」を提示することで、片道が１ 
００キロメートルを超える区間を乗車する場合に運賃が２割引になる「学生割引乗車 
券」を購入することができます。希望者は「学生割引証交付申請書」によって申請し 
てください。（申請書は担任を通じて、または事務室窓口にてお渡しすることも可能です。） 
 
【手続きの流れ】 

 生徒・保護者 

 ①「学生割引証交付申請書」に記入し学校へ提出します。（担任もしくは事務室） 

 ↓ 

 学 校 

  ②「申請書」をもとに「学割証」を作成、発行します。 

  ↓ 

  生徒・保護者 

  ③乗車券購入の窓口にて「学割証」を提出し「身分証明書」を提示すると「学生割引乗車券」を購入する

ことができます。 

  ※乗車後は購入できません。また乗車中は「身分証明書」を携帯してください。 

  

２ 注意事項 
 ・有効期限は発行日から３か月です。ただし卒業生などは在籍期間の終期までとなります。 

 ・学割証を他人に譲渡することはできません。 

 ・発行については日数を要する場合がありますので、必要な場合は余裕を持って申請してください。 

 ・学生割引乗車券は片道・往復・連続・周遊など、いくつかの目的に応じて購入できますが、片道ごとに

買う場合は学割証が２枚必要になりますのでご注意ください。 

 ・学割証は小さく薄い用紙ですので、なくさないように気をつけてください。 
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各種証明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO

※記入上の注意事項

◆提出は午前中にすること。

◆各記入欄はていねいに書くこと。

◆購入できるのは、１ヶ月、３ヶ月、６ヶ月

通　学　区　間 　　下溝駅～　　　　　　　　　　　　　駅

使　用　期　間 　　　　　　　　　　　　　ヶ月

住　　　　　　　　所

　相模原市

年　　　組　　　番号 年　　　　　組　　　　　番

身 分 証 明 書 番 号 　　第　　　　　　　　　　　号

契印

通  学  証  明  発  行  申  込  用  紙

氏　　　　　　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女

　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　歳）

発行年月日
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No.

※　この申請書は保管者が記入してください。

○　○　　○　○ 印

○　○　　○　○ 印

2　学割証用紙の文部科学省年間学校割当枚数には限度があります。

学　校　長　　　殿

学  生  割  引  証  交  付  申  請  書

生徒氏名 　　○○　　○○　　　　（　　歳）
男

女

記入例

旅  行  期  間
令和　○　年　○　月　○○  日から

令和　○　年　○　月　○○  日まで

学  年  組 　　第　○　学年　○　組　○　番

身分証明書番号 第　○○○○　号

乗車区間
　　　　　線　　　　　　　駅から

　　　　　線　　　　　　　駅まで
経由

切 符 の 種 類 片道　　　往復　　　連続　 （
いずれかに

○印をつける
）

目　　　的 ○○○○○○○○

目　的　地 ○○県○○市

同  行  者  名　 　　○○　○○　　　　　　　続柄（　父　）

上記のとおり旅行させますので、学生割引証の交付を申請します。

令和　　年　　月　　　日

保護者氏名

担任確認印

注

意

1   JR（鉄道・バス・航路）片道101キロメートル以上利用できます。

4桁の身分証番号を記入。

例；３年１組５番

３１０５
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No.

※　この申請書は保管者が記入してください。

印

印

2　学割証用紙の文部科学省年間学校割当枚数には限度があります。

身分証明書番号 第　　　　　　　　　号

乗車区間

切 符 の 種 類

　　　　　線　　　　　　　駅から

　　　　　線　　　　　　　駅まで
経由

片道　　　往復　　　連続　 （ ）
いずれかに

○印をつける

保護者氏名

担任確認印

注

意

1   JR（鉄道・バス・航路）片道101キロメートル以上利用できます。

旅  行  期  間

目　　　的

目　的　地

同  行  者  名　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　続柄（　　　）

令和　　　年　　　月　　　日から

令和　　　年　　　月　　　日まで

上記のとおり旅行させますので、学生割引証の交付を申請します。

令和　　年　　月　　　日

学　校　長　　　殿

生徒氏名

学  年  組 　　第　　　学年　　　組　　　番

男

女
　　　　　　　　　　　　　　　（　　歳）

学  生  割  引  証  交  付  申  請  書
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       相相模原市立相陽中学校                                    ＮＯ   －  

証明書発行申請書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  必要な証明書 

 

□在学       通  □卒業見込み     通 

□卒業       通  □成績         通 

□その他（              ）   通 

 

 発行を申請した日             年   月    日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏   名  

 学年・学級 

 （卒業年度） 

 生年月日 

     年   組   

   （卒業年度：     年度） 

   平成   年   月    日 

 現 住 所 

 

 使用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏   名 

 

 

証明が必要な方

との関係 

 

      

連絡先電話 

 

 

  証明書受領確認欄  

     
 受領日：    年   月   日 

 

       受領者：                印  

 

【取扱者記入欄】 

     □申請者確認（生徒手帳・運転免許証・        ） 

      □受領者確認（生徒手帳・運転免許証・        ） 

 

 

 

ど
な
た
の
証
明
が 

必
要
で
す
か 

申
請
に
来
た
方
は 

ど
な
た
で
す
か 
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相模原市立相陽中学校ＰＴＡ規約 

 
第１章 総 則 

第１条 （名 称） 
この会は相模原市立相陽中学校ＰＴＡと称し、事務局を同校内に置く。 

 
第２条 （目 的） 
   この会は保護者と教職員が協力し、家庭・学校・地域社会における、生徒の健全にして幸福な成長を図るこ

とを目的とする。 

 

第２章 活動方針 
第３条 （活動の方針） 
   この会は前条の目的を遂げるために次の方針によって活動をする。 

１．会員相互の親和と教養を高めるように努める。 
２．学校と家庭との緊密な連携によって生徒の健全な育成を図る。 
３．教育条件の整備を図るとともに、社会環境の浄化に努める。 
４．生徒の教育ならびに福祉のために活動する他の団体および機関と協力する。 
５．特定の政党や宗教にかたよることなく、また、営利を目的とするような行為は行わない。 
６．学校の教育活動の推進に協力するが、学校の管理や教職員の人事には干渉しない。 

 

第３章 会 員 
第４条 （会員の資格） 
   この会の会員は、学校に在籍する生徒の保護者および教職員とする。 
 
第５条 （会費の納入） 
   この会の会員は会費を納入する。 
 
第６条 （会員の権利および義務） 
   この会の会員はすべて平等の権利と義務を有する。 
 

第４章 役員および委員 
第７条 （役員の構成） 

 この会の役員は次のとおりとする。 
   １．会 長    １名（保護者） 
   ２．副会長    ３名（うち１名は教職員） 
   ３．書 記    ３名（うち１名は教職員） 
   ４．会 計    ２名（うち１名は教職員） 
 
第８条 （役員の任期） 
   役員の任期は 1 年とする。ただし再選は妨げない。 
 

第９条 （役員の選出および就任） 
   この会の役員の選出および就任は次のとおりとする。 

１．役員候補者推薦委員会を設けてこれにあたる（以下、「推薦委員会」という）。 
２．推薦委員会の構成は次のとおりとする。 

（１） 各地区ブロックから互選により代表 1名を選出する。 
（２） 教職員の中から互選により代表 2名を選出する。 

３．推薦委員会の正・副委員長（各 1名）は委員の互選により選出する。 
４．役員は総会の承認により選出され、就任する。 
 

第１０条 （役員の任務） 
    この会の役員の任務は次のとおりとする。 

１．会長はこの会を代表し、総会および運営委員会を招集し、すべての会務を統括する。 
２．副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はその職務を代行する。 
３．書記は総会および運営委員会の議事ならびにこの会の活動に関する必要事項を記録し、 

会長の指示により、通信その他の庶務を行う。 
４．会計は予算にもとづく一切の会計事務を正確に処理し、会計監査を経て、総会において 

決算報告をする。 
※校長は学校運営ならびに教育上、すべての会議に出席し、意見を述べることができる。 
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第１１条 （委員の構成・選出） 
    この会の委員の構成および選出は次のとおりとする。 

１．専門委員 
・地区委員（各地区１~２名） 

      ・学年委員（各学級２名） 
      委員の任期は１年とする。ただし再選は妨げない。 
      委員会ごとに正・副委員長（各１名）を互選により選出する。 

２．特別委員 
必要に応じ、運営委員会の承認を得て選出し、正・副委員長（各１名）を互選により選出する。  

３．教職員の所属 
教職員は各専門委員会に所属する。ただし若干名とする。 

 
第１２条 （委員の任務） 
    この会の委員の任務は次のとおりとする。 

１．委員長は委員会を代表し、委員会を招集し、委員会の活動を統括する。また、委員会を 
代表し、運営委員会に出席する。 

２．副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故ある時はその職務を代行する。また、委員会 
を代表し、運営委員会に出席する。 

３．委員は委員会に出席し、協議し、委員会活動などを推進する。 
 

第５章 会計監査委員 
第１３条 （会計監査委員の選出・任期） 
    この会の経理を監査するため、役員・専門委員以外の一般会員から選出された２名の会計監査委員を置

く。推薦委員会が推薦し、総会の承認により選出され、任期は１年とする。 
 
第１４条 （会計監査委員の任務） 
    会計監査委員は年２回会計監査を行い、総会において監査報告をする。 
 

第６章 総 会 
第１５条 （総会の地位) 
    総会は全会員をもって構成され、この会の最高議決機関である。 
 
第１６条 （総会の開催） 
    総会は定期総会および臨時総会とする。定期総会は年１回開催し、臨時総会は運営委員会が必要と認めた

時、または、会員の５分の１以上の要請があった場合、会長が招集する。 
 
第１７条 （総会の定足数および議決） 
    総会の定足数は会員の３分の１以上（委任状を含む）とし、議事は出席者の過半数で決定す 

る。ただし、規約改正の場合は、出席者の３分の２以上の賛成を必要とする。 
 
第１８条 （総会の権限） 
    総会は次の権限をもつ。 

１．役員および会計監査委員の承認 
２．事業計画および予算の議決・決算の承認 
３．その他この会の規約改正など必要と思われる事項の審議・承認 

 
第７章 運営委員会 

 
第１９条 （運営委員会の地位・構成・定足数・任務） 

運営委員会は総会に次ぐ議決機関であり、役員および専門委員会の正・副委員長（各１名）を 
もって構成する。 
運営委員会の定足数は委員の２分の１以上とし、議事は出席者の過半数で決定する。 
運営委員会の任務は次のとおりとする。 
１．各委員会により立案された事業計画を審議検討する。 
２．年度予算案を編成する。 
３．総会に提出する議案を作成する。 

・事業報告・事業計画案・決算報告・予算案・規約の改廃・その他 
    ４．その他の必要事項を審議する。 

 

第８章 委 員 会 
第２０条 （専門委員会の設置・任務） 

１．この会に次の専門委員会を置く。 
（１） 地区委員会（麻溝地区・新磯地区） 
（２） １学年委員会 
（３） ２学年委員会 
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（４） ３学年委員会 
    ２．運営委員会が必要と認めた時、特別委員会を置くことができる。ただし、任務が終了した時に解散す

る。 
    ３．専門委員会の任務は次のとおりとする。 
      （１）地区委員会 
         各地区を代表し、麻溝・新磯両地区の連携をとり、地区活動の推進および生徒の校外活動に関

する指導に努める。 
      （２）学年委員会 
         会員の相互の教養を高めるように配慮するとともに、教職員と連携を密にし、 

学校、学年、学級としての行事運営の協力に努める。 
また、学年の保護者の意思を代表する場として、学年・学級の諸問題を共通理解 
し、改善を図るよう努める。 

 
第２１条 （専門委員会の事業計画） 
    専門委員会は事業計画について運営委員会に図らなければならない。 
 

第９章 会 計 
第２２条 （経費） 

この会の経費は会費およびその他の収入による。会費は１世帯につき、月額２００円を徴収する。  
 
第２３条 （予算の執行） 
    この会の経理は総会において議決された予算にもとづいて行われる。 
 
第２４条 （決算の承認） 
    この会の決算は会計監査を経て、総会に報告され、承認を得なければならない。 
 
第２５条 （会計年度） 
    この会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 
 

第１０章 慶 弔 費 
第２６条 （慶弔等の規定） 
    この会の慶弔等に関する規定は別に定める。 
 

第１１章 相陽中学校ＰＴＡ特別活動資金 
第２７条 （相陽中学校ＰＴＡ特別活動資金の規定） 
    相陽中学校ＰＴＡ特別活動資金の規定は別に定める。 
 

第１２章 相陽中学校ＰＴＡ周年記念事業 
第２８条 （相陽中学校ＰＴＡ周年記念事業の規定） 
    相陽中学校ＰＴＡ周年記念事業の規定は別に定める。 
 

第１３章 相陽中学校ＰＴＡ個人情報取り扱い 
第２９条 （相陽中学校ＰＴＡ個人情報取り扱いの規定） 
    相陽中学校ＰＴＡ個人情報取り扱いの規定は別に定める。 
 

第１４章 規約改正 
第３０条（規約の改正） 
    この規約は総会において出席者の３分の２以上の賛成によって改正することができる。 

ただし、改正案の提出はあらかじめその内容を全会員に通知しなければならない。 
［付 則］ 

     １．この規約は昭和２６年より施行する。 
２．この規約は昭和４６年５月４日に一部改正し施行する。 
３．この規約は昭和４７年４月２８日に一部改正し施行する。 
４．この規約は昭和５０年４月２６日に一部改正し施行する。 
５．この規約は昭和５７年４月２４日に一部改正し施行する。 
６．この規約は平成９年２月１日に一部改正し施行する。 
７．この規約は平成１０年５月７日に一部改正し施行する。 
８．この規約は平成１７年５月１４日に一部改正し施行する。 
９．この規約は平成２１年１２月１７日に一部改正し施行する。 

１０．この規約は令和元年５月１１日に一部改正し施行する。 
１１．この規約は令和２年７月７日に一部改正し施行する。 
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相陽中学校ＰＴＡ慶弔等の規定 

 

第１条 （目 的） 
この規定は規約第１０章第２６条にもとづき、会員および生徒の慶事を祝し、死亡を弔慰し、かつ事故お
よび疾病・災害を被ったものを見舞い、救済するために定める。 

 

第２条 （規定の範囲） 
   この規定は次の各項に該当する場合に適用する。 

   （１）生徒の卒業 

   （２）教職員の転退職 

（３）会員の死亡 

   （４）生徒の死亡 

   （５）表彰 

   （６）その他特別の事情により慶弔災害救援を必要とするもの 

    

 

第３条 （規定の基準） 
   この規定の慶弔災害救援は、次の各項の基準によって行う。 

（１） 慶弔金 
① 生徒の卒業 
② 教職員の転退職   ３,０００円相当の花束 
③ 会員の死亡     １０，０００円と花環、または生花一基 
④ 生徒の死亡     １０，０００円と花環、または生花一基 

 
            

（２） 表彰 
表彰については、本会ならびに本校教育の発展に寄与したと認められる場合に感謝状ならびに記念
品を贈り感謝の意を表す。なお、人選については運営委員会で審議・決定する。 

（３） その他特別の事情の場合は、役員で協議・決定し、運営委員会に報告し、承認を得る。  
 

第４条  （会 計） 
   この規定に関する経費は、本会の慶弔費をもってこれにあてる。 

 

第５条 （その他） 

   この規定による弔慰金・見舞金・祝金などに対する返礼は一切受領しない。 

 

第６条（改 正） 

   この規定は、運営委員会の審議を経て、改正することができる。 

 

 

 ［付 則］ 

１． この規定は昭和４５年４月２８日に施行し、昭和４５年５月２日より適用する。 
２． この規定は昭和５０年４月２６日に一部改正施行する。 
３． この規定は昭和５１年４月２６日に一部改正施行する。 
４． この規定は平成３年４月２０日に一部改正施行する。 
５． この規定は平成１０年５月７日に一部改正施行する。 
６． この規定は平成１６年１月２９日に一部改正施行する。 
７． この規定は令和３年３月５日に一部改正施行する。 
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相陽中学校ＰＴＡ慶弔等の規定 

 

第５条 （目 的） 

この規定は規約第１０章第２６条にもとづき、会員および生徒の慶事を祝し、死亡を弔慰し、かつ事故お
よび疾病・災害を被ったものを見舞い、救済するために定める。 

 

第６条 （規定の範囲） 

   この規定は次の各項に該当する場合に適用する。 

   （１）生徒の卒業 

   （２）教職員の転退職 

（３）会員の死亡 

   （４）生徒の死亡 

   （５）表彰 

   （６）その他特別の事情により慶弔災害救援を必要とするもの 

    

 

第７条 （規定の基準） 

   この規定の慶弔災害救援は、次の各項の基準によって行う。 

（４） 慶弔金 

① 生徒の卒業 

② 教職員の転退職    ３,０００円相当の花束 

③ 会員の死亡      ５，０００円 

④ 生徒の死亡     １０，０００円 

 
            

（５） 表彰 

表彰については、本会ならびに本校教育の発展に寄与したと認められる場合に感謝状ならびに記念
品を贈り感謝の意を表す。なお、人選については運営委員会で審議・決定する。 

（６） その他特別の事情の場合は、役員で協議・決定し、運営委員会に報告し、承認を得る。  

 

第８条  （会 計） 

   この規定に関する経費は、本会の慶弔費をもってこれにあてる。 

 

第５条 （その他） 

   この規定による弔慰金・見舞金・祝金などに対する返礼は一切受領しない。 

 

第６条（改 正） 

   この規定は、運営委員会の審議を経て、改正することができる。 

 

 

 ［付 則］ 

８． この規定は昭和４５年４月２８日に施行し、昭和４５年５月２日より適用する。 

９． この規定は昭和５０年４月２６日に一部改正施行する。 

１０． この規定は昭和５１年４月２６日に一部改正施行する。 

１１． この規定は平成３年４月２０日に一部改正施行する。 

１２． この規定は平成１０年５月７日に一部改正施行する。 

１３． この規定は平成１６年１月２９日に一部改正施行する。 

１４． この規定は令和３年３月５日に一部改正施行する。 

    ８．この規定は令和４年４月２２日に一部改正施行する。 
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相陽中学校ＰＴＡ特別活動資金の規定 
 

第１条 （目 的） 

   この規定は、会の発展および学校教育環境の充実・整備に協力していくものである。 

 

第２条 （資金） 

   この資金は、ＰＴＡ予算内から１世帯につき、年額６００円の会計に相当する額を支出する。 

 

第３条 （使用範囲） 

   ＰＴＡ特別活動資金の使用範囲は、次の号による。 

（１） 本会の予算の助成 

（２） ＰＴＡ事務機器の購入 

（３） 部活動用具の購入 

（４） 学校備品等の購入 

（５） その他 

 

第４条 （使用の決定） 

   ＰＴＡ特別活動資金の使用は運営委員会により決定する。使用範囲以外の場合は総会に 

より決定する。 

 

第５条 （資金の管理） 

   ＰＴＡ特別活動資金の管理は会計が行い、会長が定期総会において報告する。 

  

第６条 （改 正） 

   この規定の改正は、運営委員会の審議を経て改正することができる。 

 

 ［付 則］ 

１． この規定は令和２年７月７日に一部改正し施行する。 

 

 

 

相陽中学校ＰＴＡ周年記念事業の規定 
 

第１条 （目 的） 

   この規定は、地域とともに歩んできた相陽中学校の歴史を振り返り、まとめ、それを未来 

につなげていくための機会とし、卒業生、在校生、地域の人々および教職員等が協力し 

周年記念事業を行う。 

 

第２条 （実施時期） 

   実施時期は５０周年および１００周年とし、それまでは５年ごとに事業を行う。内容は運営委員会で決定す
る。 

 

第３条 （予算の成立） 

   予算の成立は、ＰＴＡ予算内から年間１０万円支出する。積立金の管理は会計が行い、 

会長が定期総会において報告する。 

 

第４条 （改 正） 

   この規定の改正は、運営委員会の審議を経て改正することができる。 

 

 ［付 則］ 

１．この規定は平成１２年４月２７日に一部改正し施行する。 

２． この規定は平成１７年３月３日に一部改正し施行する。 

３． この規定は令和２年７月７日に一部改正し施行する。 
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相陽中学校ＰＴＡ個人情報取り扱いの規定 

 

 
 
第１条（目的） 

PTA 活動を行ううえで会員情報含め個人情報を取り扱う場合は、法令などを遵守し、適切に取り扱う。 

 

 

第２条（利用目的の特定および取扱範囲） 

    相陽中学校 PTA が個人情報を取り扱うにあたっては、その利用目的をできる限り特定するとともに特定さ
れた利用目的の達成に必要な範囲を超えて 個人情報を取り扱わない。 

行事においての広報誌、学校ホームページなどの掲載を目的とした写真撮影については、良識の範囲にお
いて本人の承諾を得ずに行うことができるものとする。 

 

 

第３条（提供） 

    相陽中学校 PTA が取り扱う個人情報は、あらかじめ本人の同意を得ないで第三者への提供を行わない。 

     ただし法令の基づく場合、人の人命、身体または財産の保護など緊急対応のために必要がある場合であっ
て本人の同意を得ることが困難であるときはこの限りでない。 

 

 

第４条（安全管理措置） 

   相陽中学校 PTA は取り扱う個人情報の漏洩、滅失または毀損の防止、その他個人情報の安全管 

理のために必要な措置を講じる。 

 

 

第５条（消去） 

   相陽中学校 PTA が保有する個人情報は、目的が達成された時点で速やかに消去を行う。 

 

 

第６条（規定の改定） 

   この規定は、運営委員会の審議を得て、改定することができる。 

 

 

 

  [付 則] 

    1. この規定は令和元年 5 月 11 日に施行する。 
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総　　　会

ＰＴＡ活動について

バス、自転車、徒歩と多彩なものとなっています。平成１２年には創立５０周年記念行

事が行なわれ、歴史も半世紀以上が経過しました。平成１９年３月には津久井４町との

合併で市内の中学校は３７校となりましたが、生徒数も多く、有数の大規模校となって

います。ＰＴＡも学校の誕生と同時に「父母と先生の会」として発足し、相陽中学校と

ともに歩み、多くの方々の努力で現在に至ってます。平成２１年度にはこれまでの活動

が神奈川県より表彰されました。

　昭和２６年、新磯中学校と麻溝中学校が合併し相陽中学校が誕生しました。校名も相

模原の太陽になれとの願いから「相陽」と名付けられました。相模原市では、相陽中学

校を加えて７校となり、その時代がしばらく続きました。昭和３０年代後半より人口の

増加が顕著となり、昭和４２年に８番目の中学校が誕生してからは、新設中学校が続々

と開校し、その度に学区の分割が繰り返されてきました。しかしながら本校の学区は、

新磯と麻溝の広大な学区面積を有し、開校当初から不変です。生徒の通学方法も電車、

合わせ活動してまいりました。会員の皆様方のご理解とご支援をいただき、目的の達成

を目指し、ますます充実したＰＴＡに育てていきたいと存じますので、ご理解・ご協力

のほどよろしくお願いいたします。

２．学校・ＰＴＡの歴史

　相陽中学校ＰＴＡは、子どもたちの健全な成長を図るために、保護者と教職員が力を

１．保護者の皆様方に

Ｐ　Ｔ　Ａ　会　員

２学年委員会

学級選出

３学年委員会

１学年委員会

運営委員会

地区委員会
麻溝・新磯

本部役員

地区選出

専　門　委　員　会

相陽中学校ＰＴＡ組織図

会計監査委員

特別委員会

役員候補者推薦委員会
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